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セグロセキレイの羽色変異個体二，

中村 恵

A Few Records of the Aberrant Plumage of Japanese Wagtail, Motacilla grandis 

Kazue NAKAMURA 

セグロセキレイ〔Motacillagrandis〕の羽色には著

しい個体変異があり，しかも，興味深いことに，そう

した変異個体の中には，ハクセキレイ CM.alba）のい

くつかの亜種の顔の羽色パターンに似ているものがい

る〔樋口・平野， 1983，中村 ・岩本，1985）。 これら

の事実は，セグロセキレイとハクセキレイの系統上の

類縁の近さを暗示するものと考えられ，変異個体は両

者の種分化の過程を探る うえで重要な子がかりとなる

ものと思われる。

ここに報告する 3{yljは，いずれも神奈川県内で観察

されたセグロセキレイの羽色変異個体である。最初の

個体〔a）は筆者によ って，残りの2例〔bとc〕は，

日本野鳥の会神奈川支部の石？工磐氏によって観察撮影

された。貴重な資料を提供くださ った同氏に厚くお礼

申しあげる。

羽色変異個体との比較のため， ここでセグロセキレ

イの正常な（典型的な〕羽色について簡単に述へてお

く。

雌科！とも，額は白く，前頭から後頚にかけてと喉か

ら上胸にかけて黒く， IJ［！.は白い。眼の下側にごく小さ

な白斑がある。白色の眉斑と即、の小白斑の大きさは，

個体によ って多少異なり，！肥ばかりでなく， H侯の白い
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個体もL、る。雄と雌とでは背の黒色部に多少濃淡があ

り，雄では黒色，雌では灰黒色を骨l＇びて見える 。

aの個体（図 1）は，1984年11月30日， 藤沢市辻堂新

llJJを流れる引地川で観察された雌である。この鳥の背

は典型的な 羽色の雌のそれと比較して，著しく淡色

で， 石板灰色に近い色調であったが， 同時に見られた

ハグセキレイ（M.a. lugens）冬羽のそれよりはl明ら

かに濃い灰色であった。それでも，この個体の背の色

は， 付近に見られた典型的な羽色のセグロセキレイと

は一見してイ剛将哉別ができるほど特徴的であった。地

鳴きはジ ッジッで，セグロセキ レイのもので， 背を除

く羽色は正常と思われた。

b （図2）は， 1982年10月26日に厚木市関口を流れ

る相模川で観祭された個体（性不明〉である。この鳥

の背の色は， aのそれよりもいっそう淡く，ハクセキ

レイ冬羽雌の背の色に似た色調をザびている。さら

に，頭部がほぼ左右対称的に部分的に色素が欠如し，

H侯が白化している。日時と脚の色素も欠如し，肌色を帯

びているのが特徴である。

c （図 3）は， 1982年3月12日松凹 町寄を流れる

中津川で観察された個体（性不明〉である。aの個体

同様，この鳥の背も典型的な個体と比較して淡色てやあ

図1 1自体a：藤沢市引地川で観察されたセグロ
セキレイの羽色変異個体
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る。さらに，頭部がほぼ左右対称的に部分的に色素が

欠如し，とくに頬および耳羽の一部と後頭から後頚に

かけた部分が白化している。主国側にも若干白化がおよ

んでいる。

bとcの個体のI鳴き声については，観察者からの報

告がなく ，明らかではない。背の色が灰色を帯びてい

るから， bの個体はセグロセキレイではなく， ハクセ

キレイの羽色変異個体ではないかという疑L、がある。

しかし，この時期のハクセキレイの上胸の黒色部は，

セグロセキレイのそれと比較してかなり小さい。とく

に雌で小さく， bの個体（図2参照〕のように大きく

はない。もしこの烏が雄であっても，ハクセキレイの

雄には頚側にははっき りした白斑がある。この個体は

それを欠いている。

cの個体（図3参照〉の限先と喉が黒い。これらの

部分が黒化したハクセキレイではないかとし寸疑いが

ある。しかし，鳥類における黒化はふつう体全体に及

び，部分的に黒化することはきわめてまれである（中

村・ 岩本， 1985）から，この特徴をもってcの個体を
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ハクセキレイと考えるのは無理がある。bおよびcの

個体はともにセグロセキ レイの羽色変異個体と判断す

るのが最も自然な見方である。

ここに報告した 3例もそうだが，樋口・ 平野（1983)

によって観察されたセグロセキレイの羽色変異個体の

ほとんどが，頭部や背に変異があっても，少なくとも

尾羽では，おそらくli？.！－においても，そうした変異はあ

まり起きていないよ うである。つまり，変異にある一

定の方向性が感じとられ，その変異は顕部， 頚部，背

に集 中している。これらの部分が変異することによ

って，それらの個体がハクセキレイ〔M.alba）のいく

つかの亜種に似てくる。
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図2 個体b：厚木市相模川で観察されたセグロセキレイの羽色変異個体．石江磐服影
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図3 個体c：松田町中津川で観察さえたセグロセキレイの羽色変異個体 石江馨撮影．
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